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西洋舶来の書籍情報と徳川日本の

通見費文化の変貌

-1730年代から1830年代にかけて

Illustrating the Imagination: Western Books and The 

Transformation of Visual Culture in Tokugawa Japan 1740-1840 

Shigerni INAGA 

十八世紀から十九世紀前竿にかけての日本に、どのような西洋の知識が伝え

られ、それはどのように利用されたのか。この問題を、西洋起源の書籍情報を中

心として、簡単に振り返ることが、話者に求めらえている課題です。十六世紀中

頃からのいわゆる南蛮時代の西洋世界との交流は、十七世紀初頭に、徳川幕府が

キリスト数を禁止し、海外への渡航を禁じた、いわゆる「鎖園」体制の確立ととも

に、すくなくとも表面的には A旦途切れます。本日ここで取り上げるのは、長崎

の出島を援点として商館を運営したオランダ東インド舎枇(VOC)経由の西洋知

識が、いかに日本で贋がったか、という話題です。冒頭から注文とやや食い違う

指摘をすることになりますが、 t-入社紀後宇に至る時期までは、日本側は舶来の

西洋書物に興味を示したにせよ、1・分にその内容を理解するだけの能力があり

ませんでした。むしろ書籍に掲載きれた図版や、車濁の版書などによる硯費情報

が、十八世紀竿ばまでの知的交流の主役をなすものと見るのが適切で、しょう。そ

して蘭皐者ーたちが医早や博物阜、天文阜、地理学などの専門書の翻諜に勤しむよ
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うになる卜八件紀末から十九世紀前宇に入っても、大衆の娯楽にあっては、西洋

起源の図版や脱費情報が、換骨奪胎きれて、縦横に活用きれることとなります。

その活用の有り様を辿ることで、そこから逆に、省時どのような西洋の書籍ーや図

版が日本に将来きれ、どのような情報網を通じて、蘭皐者から給師や戯作作家へ

、あるいは武士:から町人へと伝達きれ、共有されていたのかが推定きれます。そ

れを通じて、徳川期の日本において、どのように知的世界が変貌したのかを、電見

舞情報を中心に、概観いたしましょう。

1.眼鏡繕と浮き繕

最初に取り上げるのは、奥村政信(おくむら・まきのぶ:1侃6-1764)という浮位

絵師です。政信は寛保三日743]年には自ら「浮給根源」を唱えており、一七四O年

前後(元文から寛保の頃)由-洋起源の透覗図法が日木を最初で試みられた。それ

が、政信の周辺だったとみて、まず間違いないでしょう。政信は直接に西洋の書

籍に接したのではなく、おそらくは蘇州版音を手本にしたものと推定きれてい

ます。その証擦とされるのが《無題[唐人館之図]~で、蘇州版蓄の〈蓮池亭遊

戯図》の建物内部の構図を借用し、窓の外の景色は和風の山水蓄に置き換え、窒

内の人物は菱川師宣の《美人給量くし》から案配きれたものであることが、す

でに指摘きれています(岡 1992:76.岸 1鈎4:9)。両者とも例外的に大型の版書で

すが、これは容易に西洋わたりの眼鏡給のための版畜を思い起こさせます。日木

でも眼鏡給はまもなく流行の兆しを見せ、京都では丸山応翠(まるやま・おうき

ょ:1733-1795)が幾つもの作例を残していますし、江戸では-七六0年代に鈴木

春信(1725-1770)が《六玉川高野の玉川〉で反射式覗き眼鏡ごしに、墨の上に

置かれた逆きの給を眺める趣向を見せました(内山 1~ぉ:49 スクリーチ1任泡:2(0)。

こうした初期の浮給出現の背後にはどのような西洋舶来の書物が想定できる

のでしょうか。ジュリアン・ジン・リーはその博士論文でandorea・ポツッオAndr

ea Pozzo[1642-17ω]， Perpectiva Picωrum et Architectorum，2 vol.Rome， 

可
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1978)。イエズス舎数合建築や天井蓄を1693-1712の存在を指定しています(Lee

残しているポッツォの唯.のこの著作は、 8七二三年に年希亮(?-1738)による

ü"~見翠精趨』として刊行、 __._A『雇見~cll という中園語翻諜初版が知られ、二九年には

七三五年には増補改訂により、原典とは別の書物から五O余点の図版を補い

『雨見皐』として刊行されています。一六九八年に中園に来たイタリアの書家にし

Gherardini て建築透幌凶法の専門家、ジョヴァンニ・ゲラルディーニ(Giovanni

1654-?)、あるいは」七 .0年に入園したイタリア人マッテオ・リノて[Matteo

Ripa/馬図賢:1682-1754]によって将来された可能性が指摘されています(鶴田

1995:441、池上 1995:447)。頃は康照帝の長い統治[1661-1722]の後期、イエズス合

士ジウゼッペ・カスティリオーネ[Giusep開 Castiglione/郎世寧:1侃8-1766]が宮

廷に畜家として仕えるようになるのも、この直後の'七 a五年からのことです。

ポッツォの著作の中園語講には、劇場舞台図も挿入きれており、リーはそこに

日本における歌舞伎舞台内景を描く浮給の直接の起源を見ようとします。日本

では徳川吉宗(とくがわ・よしむね)の治世(1716-45)を迎え、賓皐としての蘭皐が

推奨きれ始めたとされる時期にあたります。もっともポッツォの中園語謬が日

本に賛された証擦は、現在までのところあがっておらず、またたとえ将来きれた

としても、奥村政信のような町繕師にこれに接する機舎がありえた保証もあり

ません。むしろ政信にとっては、蘇州版畜の質例きえあれば、経験的にその構図

を日本に応用するのは、きして難しいことではなかったはず。ちなみに杉田玄白

(すぎた・げんぱく :1733-1817)が『蘭墜事始』で、吉宗による蘭皐推奨の逸話を語

るに際して持ち出したのは、スコットランド系ポーランド人、ヨハンニス・ヨン

der r禽獣譜cllNae叫王eurige beschryving 

natuur der vier-voetige dieren。その図版の精密きに感嘆した将軍吉宗が、文章

van ストヌス[通称ヨンストン]の

の翻謬を命じたところから、蘭皐が、将軍のお墨付きの下でその端緒を得た、と

の物語です。

きて、奥村政信にやや遅れて、歌川豊春(うたがわ・とよはる:1735-1814)が浮給

に取り組むようになります。豊春にはかなりの敷の歌舞伎舞台の内景を描いた

浮給が知られ、途中からは明確に水平線を意識した構図作りをしていることも
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注目に値します。西洋原典からの借用の中には《浮給紅毛フランカイ湊万里鐘

響凶〉と呼ばれる作品があり、カナレット(Canaletto:1697-1768)描くヴェネチ

アのカナル・グランデの風景をヴィセンティーニ(Andrea Visentini:IE~抱一17f52?)

が腐蝕銅版書に起こしたものを下敷きにしていることが、すでに指摘されてい

ます(Okano 1969:498)。すなわち豊春は何らかの方法で、この銅版高かその複製

を見る機舎を得ていたことになります。また豊春には〈浮給アルマニア珍薬物

集之凶〉という作品もありますが、これはオランダの博物撃者で、東インド合枇

で勤務したG.E.ルンフイウス(Rurnphius:1628-1702)の『アンボナイ奇品窒.JJ(ア

ムステルタム刊 1705/1741)の扉給を借用しています(内111 1996:63、H蘭

1998: 150-1)。この著書は、蘭皐者として著名な千賀源内(ひらが・げんない:

1728-1779)の 『物産書目』にも、明和三[1766]年春に入手したとの記録が見える

書物です。豊春の作品ではアンボイナ島がドイツ(=アルマニア)に化け、また豊

春の作品と源内の記事の前後関係も確認できません。とはいえ、遅くとも明和年

間頃には、浮吠繕師も高価な蘭書を目にする機舎に恵まれていたことが剣明し

ます。

2.蘭畢興隆と親費世界の変貌

透ili見図法の研究で著名なS.Y.エジャートンはある論文のなかで、ラメルリ(Ag

ostino Ramelli)による歯車仕掛けのウインチの説明図(1お8)が中園語課[T'u

Shu Chi Ch' eng]の挿給(1726)では、歯車の仕組みが不明な図に置き換えられ、

肝腎要の部分が「気」の表現によって覆われてしまい、ついには水流に化けてい

るという興味深い事賓を指摘しています(Edge抗on 1980)。文人と職人とが身分

を異にし、文人は機械に興味を示きず、また挿絵職人は機械を理解することを要

求きれないままに仕事を果たした結果、中園での百科事典は、一九世紀に至って

も賞用とは無縁に終わってしまった。そこに著者は透視図法や陰影法を受け入

れなかった中園文明の限界を指摘しています。ところがほぼこれと同時代の日

『司司
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本では、支配階級の武士たちが蘭皐者とともに賓型的な見地から、西洋の技術を

貧欲に吸牧しようとしています。その先駆者のひとりが千賀源内(17253-1719)です

が、かれは中園の宋応星が著した産業技術書 r天_T開物.JJ(1637)の精糖の図を改

良して、向著『物類品鴎.JJ(1763)に「煎ヲ車Lッテ竣ヲ取ル凶」として牧めています。

臼を凶す牛の背中の表現に陰影法を、また臼の構造を描いた部分に、西洋流の透

幌図法を認めるのは、強ヲ|かも知れません(成瀬 2∞4:23)。しかし、すくなくとも
動力構造と7R間的配置が、 『天工開物』の挿絵よりもはるかに明確なことは否定

て弓ないでしょう。白ら物産舎を催した本草撃者源内は、また壕れたエレキテル

を向分で修繕して一儲けを企んだ逸話でも有名ですが(森島 1開4)、これは中閣

の土大夫階級には到底考えられない振る舞いでしょう。

角館出身の書家の千幅百穂、(はらふく・ひゃくすい:1877-1933)の伝えるところ

では、この源内が秋田藩に招かれて、たまたます.休的に球形を描く書法を教えた

ことに端を裂して、いわゆる秋田蘭書という、西洋風の書法を取り入れた高波が

成立することになったのだと言います。その主要な構成員としては、まず落主の

佐竹曙山(きたけ・しょざん:1748-1785)。かれは 「書法綱領』および「書凶理解』

(1778)と題された、日本で最初の西洋絵書に関する文献を著述したことで知ら

れています。(f'書図理解』は、透視図法と陰影法に関する挿給を付し、油絵の具の

材質や調合を指南書した賓用書。(f'書法綱領』は賞用の技術として西洋絵書の利

点を述べる理論書て¥自分の体得した西洋の技法によれば、球や宇円、「望臨ノ賞

体」、高低、 r遠近ノ度数」に至るまで、「曙山皐ブトコロ皆コレヲ分ツ」と豪語して

います。透覗図法pers戸ctiveが「遠近の度数」と置き換えられていますが、「遠近」

は封句を好む中園の語法の影響で、直接は無関係ながら、すでに 「覗皐』の序文

にも見られた表現であり、きらに曙山の著述から二一年後に司馬江漢(しば・こ

うかん)の著した「西洋書談.JJ(1799)で、は「遠近の理」という表現が見えます。ここ

で空間を透視するはずの技法が、遠近を封比する技法として翻諜きれたことに

は、文化翻課における誤解といってもよい事態が潜んでいました。すなわち空間

を連績体として二次元に幾何皐的操作によって還元する手段たるpers開ctiveが

、東アジア漢字文化圏にあっては、空間を遠近に分節する-曙山のいう r分ツ」
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一認識装置へと、逸脱した理解を被ったことになるからです。曙山の《松に唐鳥

図〉などには、この遠近の大小と、濃淡の釘比をこそ、西洋書法の紳髄と見倣し

た若き秋田法主の賓験精紳が横溢しています。

3.解剖撃と光畢装置

この様主の傍らで質量ともに優れた作品を残したのが、小田野直武(おだの・

なおたけ:1749-1780)でした。~不忍、池〉はその傑作ですが、ここでも近ぷの鉢

植えの巧薬と、遠足の不忍、池との著しい封比が、かれらの理解した「遠近法」の特

徴を如貨に物語っています。その小田野直武はまた、凶洋の解剖皐吉を、前野良

浮(まえの・りょうたく :1723-1803)と杉田玄白が課した 『解体新書O!J(1774)に師

給を施したことでも有名です。鋭暴を承知ですこし先走るなら、 『解体新書」の

挿絵のような陰影を施した人体骨格凶(内山 1996:89)がなくては、歌川園芳(う

だがわ・くによし)の幽室長吾の傑作《相馬の古内裏::i>(鈴木 1992:図70)にみられ

るような、立体感に富み、潟寅的な骸骨表現は出現しなかったでしょう。

このように、蘭癖 Datchphobiaは蘭皐者や武士から町絵師にいたる人々を巻

き込んだネットワークを形成していたわけですが、そのなかで人々の設想源と

して珍重きれたのが、ドドネウスの『生植木草O!J (Vande Valle 2∞1)、ヨンスト
ンの『禽獣図譜』、さらには通称ライレッセの『大給高木O!JGerard de Lairesse， 

Het Groot Shielderboek， 1707 などでした。平賀源内はドドネウスを明和二

[1765]年、ヨンストンを同五[1768]年に購入したと記録しています。源内が明和

七[1770]年に刊行した「古今畜叢後八種』なる畜集には、ヨンストンから取られ

た寝そべるライオンの図が見え(成瀬 2∞'3:16-19)、また別のつがいのライオン
のうち雄の姿は(成瀬 177:127 図14)、小田野直武によって翻案された例が知ら

れています(成瀬 1977:11 図3)。珍奇な動物たちの複潟の顛末には、テ、、ユーラー

(Albrecht D*rer)源の犀が東西をさ迷ったあげく、しまいには谷文え(たに・ぶん

ちょう :1763-1841)の模潟で駒下駄を履いてしまったりと、愉快な例もあります

一司司



也

対15官五人~<y ~2.11 21 刈司忍旦叫徳川日本人Izt皇室~21 坦旦 129 

が、ここでは先行研究に任せて(芳賀 1979?)省略します。伊藤若沖(いとう・じゃ

くちゅう :1716-1800)の奇惣天外な《禽獣果樹花井図併風~(辻 1993:表紙)も、

あるいは西洋起源の天地創造図(成瀬 1977:図60)に起源をもっ異図趣味の作品

と言えるかも知れません。

こうした蘭癖の人々のみならず、江戸の大衆もまた、望遠鏡や顕微鏡といった

西洋わたりの光型機械に大きな関心を寄せました。 千賀源内とも交友があった

森島中良(もりしま・ちゅうりょう:17ffo-1810)の著作『紅毛雑話』には、スワンメ

ルダム 『昆虫譜』から図版を借用した、蚊の横大細密図が付きれていますが、こ

れと明らかの同-~の檎柄は戯作者、山東京伝(きんとう・きょうでん:1761-1816)

の『松梅竹取談.JJ(給は歌川園定)に利用され、病の主人公を、巨大な蚊、蚤、試にボ

ウフラの幻想が責め苛むという、これまた奇想天外な挿給が登場することにな

りました(内山:1996 17スクリーチ1998:414-7)。江戸の想像力は、西洋最新の解

剖皐知識や光型的見地を科皐の護展に役立てるというよりは、むしろ自在に幻

想、の世界へと引き入れ、幽霊や化け物を造形するための手段として活用しまし

4.腐蝕銅版曹の創製

千賀源内や小田野直武らと交友があり、鈴木春信の弟子でもあって、彼らの遺

志を継いだのが、司馬江漢(しば・こうかん:1747-1818)といえるでしょう。前野良

津からオランダ語の手ほどきをうけた江漢は、大槻玄津(1757-1827)の協力を得

て、ボイス著 『技芸科皐新館典.JJ Egbert Buys， Nieuw en Volkomen 

W∞rdenboek van Konsten en Weetenschap開 1bevattende alle de Tackken 

der Nuttige， Amsterdam， 1769-1778やショーメル著「家庭百科全書.JJNo*l 

Chomel， Huishandelyk WI∞rdlenboek， 7 vol.， 1768-77の銅版畜の項目を課し

てもらい、天明三[1783]年に、日本で初めて腐蝕銅版蓄の寅現に成功を牧めます。

縦二十入手ン横41;:"あまりの大きな版で、覗機械[のぞきからくり]を利用して鑑賞
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されることを意凶したものであることは、江漢自身の作った、と伝えらえる機械

の作例や、引き札からも推察きれます(スクリーチ1998:203，成瀬 2∞'2:226)。
天明五[1785]年頃になると江漢は、ライケン父子による百枚からなる銅版高

『人聞の職業onHet Menselyk Bedrγf， Arnsterdam， 1694を入手し、その図版を

応用して、翌年金たりから蝋高(油絵)に活用します。《錫細工師>~船員>~

憎造り》などが確認きれており、畜面の周辺に点景として樹木やこの校を覗か

せて樹下美人凶にするなど、構図に和風化の工夫も見られます。さらに江漢は天

明八[1788]年から a年ほど念願の長崎放行に出掛け、オラン夕、商館を訪問したり

、和蘭陀通詞と面識を得ますが、肥前千戸では藩主、松浦静山(まつら・せいざん:

1760-1841)の元に居候し、その蔵木を拝見する機舎を得ています。そのなかには

ゴットフリードの 「歴史的年代記on J oh Lud Gotfried， Historische 

Chronyck，vertaalt door Jacob van Meurs， Arnsterdam，1飴Oが含まれており、

その221頁にみえる古代ギリシアの書家ゼウクシスの葡萄潟生の図は、長崎から

蹄着後の寛政元[1789]年の油絵〈ゼウクシス葡萄潟生図>[所在不明]へと設展

します。きらに同書お4頁には、世界の七不思議のひとつとして、ロードス島の銅

像の巨人凶が牧めれています。これを江漢は「和蘭通舶on(文化二[1809]年)に「徳

柴島巨銅人之図」として寓しています。この巨像伝説も、伝播の経路は不明なが

ら歌川園虎、歌川園長と、同時代以降の浮世絵師たちに感化を与えて行きます。

江漢の弟子筋ながら破門きれたらしい書家に、亜欧堂田善(1748-1822)があり

ます。四普は老中松平定信(まつだいら・きだのぶ1758-1829)から油絵や腐蝕銅

版書の習得を命ぜられた(1798-1812)様子ですが、その成果のひとつ 《西洋公

開図〉を、典擦となったジャック・リゴーの銅版畜と比べてみましょう。版刻の

都合で左右が逆聴していますが、綿密かつ忠賓な複潟なのに、舞台となったフォ

ンテーヌブロ一宮殿のテラスのうえ、書面左端には、なぜか原典には存在しなか

った木立と彫像がつけ加えられているのが分かります。或る美術大型での授業

で、木立があったほうが安定するかどうかと尋ねたところ、日木人堅生の大竿は

、木す.があったほうが良い、との反応を示しました。でも舗装きれたテラスのう

えに木を梢えるには、ひと←士夫が必要で、しょう。書面端に木立の幹を配するのは

『可
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、狩野派の扉風でも定型の構図です。書家がそのように意識していたか否かは別

として、同善の工夫も、司馬江漢ーの場合同様、東洋の給高伝統にそった和風化の

痕跡が現れたものといえるでしょう。

その回善には 〈レウコクハシ》と題する銅版書も知られています。拙かれた

場所は、七O年ほど昔に、奥村政信-が「浮給根源」を称して描いた雨図橋と同 a で

、司馬江漢にも ~Tweeland Bruk~ と綴りを間違えた「雨園橋J の銅版高(1787)

が知られています。ほんの七O年前の政信が、j季語見図法の前景を、古来の鳥撤図

の風去に直に重ねて、まるで空中を傾いで浮遊するような御殿を描いてしまっ

たのにたいして、いまや田善は消点を水平線上の A点に集中し、透幌凶法への理

解の汀確きを誇示し、その点なお危なつかしかった先輩の司馬江漢への敵憶心

すら示しているようです。しかしそこには奥村政信の2室内に見られた遊びに興

じる人々の賑わいは感じられず、また江漢の天明七年の雨閣の、明るい雰囲気も

ありません。

5.浮世繕版曹の円熟

蘭皐系の書家たちの系譜を先にたどってきましたが、ここで浮世絵師たちの

動向を簡単に振り返っておきましょう。錦絵とよばれる多色浮世給版高の創始

者とされる鈴木春信(すずき・はるのぶ:1725-1770)には、まだ明確に意識して西

洋の透幌凶法を活用した形跡は見当たりません。しかし晩年の春信の御家芸で

あった見立ては、場合によって背景の名所風景と、前景の美人たちの振る舞いと

のあいだに、歌枕や歳時記に話題を取った連闘を仕掛け、舞台と背景との謎解き

や、秘められた言葉遊び、あるいは剣じ物の共鳴に、鑑賞者の知的関心を引こう

とする趣向がこらされていました。美人畜と名所給とを s枚の浮世絵版畜のう

えで組み合わせるという工夫そのものが、春信の新機軸だったといえるかも知

れません。春信の弟子でもあった司馬江漢は、浮世絵師としては春重を名乗り、

-七七O年の春信の急死のあと、師匠の書風を、西洋わたりの透硯図法によって
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描かれた舞台装置に据えようと苦努しますが、高面構成にも難があり、世間]的な

成功も牧めません。これ以降、磯田潮龍斉(いそだ・こりゅうきい:明和一天明)、喜

多川歌麿(きたがわ・うたまろ:1752-18Cお)、鳥居清長(とりい・きよなが:1752-1815) 

といった浮lli:絵師たちは、透覗図法を過度に強調することなく、背反をなす風足

のうえに破綻なく美人高を据える工夫を重ねてゆくことになります。秋田蘭高

は員京の子前に花鳥の静物を重ねる趣向をこらしましたが、まるでこれと\~行

するように、浮世絵師たちは名所風景の背景の手前に美人高や相撲給、あるいは

役者給をかきねる e翠雨得を高策したといえるでしょう。これを「人物・風景高」

と呼ぽうと思います。

風景版高の領分で、大きな革新がなきれるには、葛飾北粛(かつしか/はくさい:

1760-1849)の登場を待たねばなりません。先行する鍬形薫心斉(くわがた・けい

さい:1鉛4-1924)には、江戸のみならずH本列島全体を A望のもとに鳥撤した給

凶があり、きまざまに意、医においても、北粛に先んじていながら、北粛に剰窃き

れて、霞んでしまった天才だったかも知れません。Ii北粛漫高』第三編には、有名

なr3ツ割りの法」の説明凶が見え、北粛の西洋透視図法「理解」の逸脱ぶりを証し

ています。j季最見凶法の消点は、北粛にあっては、なぜか書面の左右に二つに分割

きれたため、無限を有限に取り込むという透視図法の形而上皐的な側面も同時

に解消きれてしまいました。さらに書面を水平線、地平線で三等分するという北

粛の教僚は、本来水平線と地平線とは-致して重複するはずという透視図法の

基本に、まっこうから逆らう天の邪鬼ぶりを発揮しています。北粛自身は洋風の

空間表現を舎得している様を得意げに披露したはずの 《たかはしのふじ〉な

どの作品では、この水平線と地午線の分離が、誇らしげに賓現きれているため、

現代の我々の目から見ると、手前の)11と雨岸とが、奥の海面へと斜めにめり込ん

でゆくような印象を与えます。その北粛は、晩年の 「高木彩色通~(1847)で、腐蝕

銅版書や油絵具の調製にかんする知識をも、得々と開陳しています。

その北斎の 『富獄三六景』でも、浮世絵師は、風宗版書において西洋風の空間

表象を難無くこなす円分の書才を、惜しみなく開陳しているようです。すでに秋

同蘭書の書家たちゃ亜欧堂田善らが試みていた、前景と背景との著しい大小の

ー『司咽
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封比一一言葉そのままの「遠近法」ーーが、北粛にとっても特異な、そして『富獄三六

京』を貫くひとつの主要な竺間表象の文法となっていたことは、明らかです。~

甲州三島越〉、《東海道保土ヶ谷〉がそれぞれポール・セザンヌの~[中央に松

の木のある]サント・ヴィクトワール山》、木立の列ごしに同じ山が背景に見え

る 《ジャス・ド・ブッファン》と、偶然とはいえ酷似した構図を取っているのも

象徴的です。そしてこうした前景と背景とをじかに重ね合わせた特異な構図は、

この先歌川慶子宮(うたがわ・ひろしげ:1797-1858)に受け継がれ、とりわけその

『名所江戸百景』で頻繁に使われた同様の構図が、アンリ・リヴイエール(1お4-19

51)、ジョルジュ・スーラ(1859-1891)、アンリ・ド・トウールーズ=ロートレック(18

38-1912)といった世紀末パリの造形芸術家たちにより、積極的に活用きれてゆ

くのは、もはや常識に属する事態でしょう(稲賀 1任期，ch.2)。

6.原典と換骨奪胎

その北粛とほぼ同世代の蘭畜家に 石川大浪(いしかわ・たいろう :1762-1817)

[Tafel Berg]、石川孟高(もうこう:?-?)[Lee*w Berg]の兄弟があります。兄の音

号はアフリカ大陸南端の「大浪山」に由来しますが、これはつとにイエズス曾士、

利玉馬賓 MatheoRicchiの「坤輿漏園全図』や文儒略 JulioAleniの地理書『職

方外紀』に漢謬で、記載された名称でした。兄がテーブル・マウンティンに因んだ

号を称したのにたいし、弟の石川孟高(?-?)は海側から臨んでその右手に見える

低いLlJ[Lee*w Berg]を自分の書号としています。ふたりはオランダ渡りのファ

ン・ロイエンの花鳥畜を共同で模寓していますが、今は失われたこれと同じ原作

を、松平定信お抱えの絵師でもあり、 『公余探勝図鑑』という寅地調査の絵巻を

定信の命を受けて製作した、谷文晃もまた、模寓したことが知られています。こ

こには、オランダ舶来の静物書の新鮮な色彩や細密な描潟に、会時の日本の畜工

たちが抱いた羨望の気持ちまでもが、伝わってきます。

この石川兄弟がいかなる西洋書籍を参照していたかをめぐる調査から、幕末



134 17 ・ 1 8Ailフ|吾o~入10悼|号刈皇室十叫号室}也吾

に令:る時期の浮世給師たちの西洋知識の意外な源のひとつが、その姿を現すこ

とになりました。ひとつはヨハン・ニューホフの 『東西海陸紀行』 Johan 

Nieuhof， Gedenkwaeridige za-en lantreize door v∞Imaemste van 

lantschappen van West-en Oostindien， 1682です。江戸当時の舶載木で現存例

は知られていませんが、大槻玄津の弟子、山窒才助(やまむろ・きいすけ:1770-180

7)が著した『新課東西紀滋~(文化初[1鈎4]年)に、杉田玄白所有のニューホフ『奉

使支那行程記』とともに利用されたとの記録があります。本書には喜望峰のテー

ブル・マウンテンの挿給なども見え、石川兄弟の畜号との関連も注目きれます。

さらに本書に見える挿給、 《マレ一人とその妻、バタビアの服装で::?>"Een

Maleier met sijn Vrouw s∞sij op Batavia Geklat gaan"は、はぼ忠貨に線摘
を生かして、七川大浪「漏刺加園人吃火同図」『煎録』に採録複製されています。

またFrancisBarlow (1626?-1702)の版木の系列と惣定される 『イソップ物

語~(Aesop 1655 first ed.)の「虎と狐J ~Le Tigre et le Renard::?>の挿給に見え

る虎の姿は、意[たてがみ]も豊かなライオンに取り替えられて、右ゾ11大浪 「獅子

図J (化ca.l伎氾紛)に出現します。ライオンの顔はゲ一ラ一ル、ツソの 『動物の公苑』

Marcus Ghe伐eraer抗ts

挿給のライオンの顔を左右反車轄専きせたものと重なるため、大浪はこれら雨系統

の書籍籍-を参照てでで、や、きるH比吠;犬犬況にあつたものと推定きれます(勝森 2α泊:28紛)。

7.逸脱的借用の系譜

石川兄弟の今日知られる作例にみられる、西洋源泉からの借用あるいは換骨

奪胎は、なお比較的忠寅に、原作の文脈に沿った複製図版を提出する段階に止ま

っています。ところが、同じ典擦を利用しながら、そこに思いがけない再解蒋を

施したのが、浮世絵師、歌川園芳(1797-1861)でした。一万でJanNie凶ofの『東

西海陸紀行』には「町の大工と職人の家J "Stats Masters en konstenars 

ー『司司
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wormgen"と題された、オランダ東インド曾枇線、督駐在地たるバタビアの町並

みが描かれています。これは浮刊:給研究者ならただちに、図芳の 《忠臣蔵十__-

段日 夜討之凶〉の源泉と合点がゆくものです。物語は、主君の仇討ちをした四

十七名の浪人の物語で、江戸時代の史賓を脚本した歌舞伎の著名な演目です(S

mith 2∞4)。勝盛典子氏も指摘するように、園芳は建物の配置を忠賓になぞった
うえで、パタビアの大Tと職人の家を吉良上野介の屋敷に仕立て、重間の光景-を

雪京色の夜景に変えて、大星由良之助ほかの浪士たちを配置しています。満月を

描き加えたため、注意深く見ると地面への投影の角度が不自然ですが、舞台装置

の新奇きの陰で気になりません。寒々と凍てついた見慣れぬ町並みと、際街裏の

家宅侵入の、緊張を苧んだ劇的な効果が、見事に造形されています。

他方、FrancisBarlow系統の『イソッフ。』にみえる「馬とライオン」もまた、図

芳の有名な版書 《近江園勇婦於兼〉に登場します。近江の遊女お兼が、暴れ馬

の端綱を左足一本の下駄で踏み付けて取り押さえた場面です( IJ古今著聞集JJ)。

ライオンの左前足が、怪力女お粂の左足に化け、そこから馬の鼻面まで(原作に

は不在の)_ -直線の綱をヲ|いて見せたあたりに、園芳の奇想、と鋭敏な造形感賓が

探られます。また不思議な斑点のような明暗法も、あきらかに西洋起源ながら図

芳の創案で、これまた挿絵の原作にはない方法で、馬体の立体感を強調します。

飯島虚心の『浮世絵師歌川列侍JJL:t r西洋の絵入り新聞」など「西洋書数百枚」を

所有し「|西洋書は、買の重なり。余は常にこれを倣はんと欲すれども得ず、嘆息の

宅りなり」という園芳の言葉を記録しています。また阿部弘蔵による「容斉園芳

二重家の逸事」との文章(IJ給畜叢誌、』第二五巻明治二二年)にも、「かの書.様の人

とものとの関係といひ。遠近の割合といひ。陰額の所作といひ。筆力の精にして

且密なる。寅に此身かの地に在りて。員の物に接するが如きこ〉ちしてJといっ

た、園芳の西洋書への羨望が記録きれており、きる好事家の元からでた西洋給入

り新聞の束を金六両の大枚を叩いて購入し、それより数十日、「他事をもうち棄

て入日夜この給に意をひそめて」打ち込んだ浮世絵師の波頭振りを伝えていま

す。

以上ふたつの源泉を頼りに園芳の作品との照合を重ねると、図芳の奇想の有
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り様が、直ちにはっきりと見え始めます。JanNie由ofの『東西海陸紀行』には、

パタビアのライスヴァイク砦 "HetFort Ryswyk句 fありますが、勝森氏は、こ

れが園芳《仮名手本忠臣蔵四段目市川団蔵の由良之助〉の背景に流用された

ものと推定しています。おそらく右手のお城の様子はティチングの『日木』以来

何度も複製された、江戸城の櫓の誇張された描潟をも取り込んだのではないか、

と私は推測しています。またJanNieuhofの『東西海陣紀行』に付きれた地図に

見える象のうち、後ろ向のものは、扉絵に見える象を左右反聴させたものと故べ

て、園芳《二四孝童子鑑大舜〉で、象の世話をする舜の姿に利用きれます。E

面から描いた象の姿は、「天地開聞凶」とも混線して、伊藤宗沖の〈鳥獣花木図〉

に受け継がれたのかも知れません。

さらに 『東西海陸紀行』にみえる異人風物を取り上げると、「ムア人の行商と

その妻J"Een Moorese Kramer met Sijn Vrouw"の'子供を抱いた妻が、歌川園

芳《二十四孝童子鑑関子塞馬〉に、また「ブラジル人J"Een Brasiliaen"の右手

で嗣手を掲げる人物が、同じく歌川園芳《二十四孝童子鑑董永〉に取り込ま

れていることが分かります。その周囲の人物や、天を飛閉する人物なども、既に

ライレッセ本など他のタネが指摘あるいは提案きれており(岡 1992:173)、図芳

が舶来の人物表現を貧欲に取り込みながら、元来の文脈を逸脱した複雑な組み

合わせに腐心する様が分かります。

他方 『イソップ。』に日を移すと、「へラクレスと馬方J "Hercule et le 

charretier"で地上に仰向けで倒れた人物が、歌川園芳「和漢準源氏乙女Jにも

現れますし、「腹と手足J"Le V entre et les au廿esmembres"で横たわる老人は、

歌川園芳「唐土二十四孝呉猛」で、呉猛が世話をする老いた父親の役を演じて

います。以上は勝盛典子氏の指摘ですが、これらの作品に見られる人物表現は、

表情や風貌、身振り手振りの身体言語を含め、東アジアの伝統からは理解できな

いものが多く、また他にも明らかに外園の建築を舞台装置にしている例も見ら

れます。園芳が西洋書物挿絵から換骨奪胎あるいは我田引水した意匠で、まだ源

泉を特定できないものが多数残っているのは、確かなようです。きらに園芳には

《人かたまりて顔になる》など、アルチンボルド顔負けの設想も見られます

『司司司
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が、アルチンボルドの複製が会時H本で知られていたのかどうか、雨者の関係は

、なお寅証きれていません。手長、足長や、胸に穴のあいた人物など、園芳が描き、

また賓際に「生人形Jとして見世物になった想像上の怪物たちは、西洋中秋以来

の異園趣味の産物で、異園風物給巻の末端に登場したものが、」八世紀末以降の

H本に伝えられて贋まったものであることは、確かで、す(弥永 1986)。

きらに園芳には 《朝比奈小人嶋遊〉などが知られ、横浜の給師五雲亭貞秀

(1807-1槌3?)も同じ高題 〈朝比奈嶋遊》を描いています。ここには先に司馬江

漢のところで触れたロードス島の厄像の絵図の応用を指摘する設もあり、また

巨人園や小人園への政行は、千賀源内の戯作にも見られる趣向で、金時話題をき

らっていたことも思い起こされます。ジョナサン・スウィフトの『方、リヴァ一放

行記~(1726)は、それ自体ドイツ人医師ケンプファーの江戸滞在記nl感化を受け

て成った著作ですが、大量に出回っていたその『庁、リヴァ一放行記』の挿給との

関連など、さらに追求きれるべき話題でしょう。ここには洋の東白-の異闘趣味の

出合いが、相互の説話的想像力に働きかけた相乗効果の様子も見えてくること

でしょう。

8.視費情報と観覧形式の往還

話の締めくくりとして、最後にひとつの提案を申し上げます。本日の主題は、

西欧の書籍による知識がいかにして東アジアに伝播し活用されたか、でした。し

かし事態は、西洋から東洋への一方的な流入には止まりませんでした。既に、秋

田蘭書で成立した遠=近封比誇張法が、その後北粛、虞重と受け継がれて、欧州、|の

ジャポニスムの基本的な空間構成法のひとつとなった経緯は簡単に復習してお

きました。そうした文脈の中で園芳 《東都名所 新吉原〉 とクールべ

(1819-1877)の 《クールべさん今日は~(1お4) との比較は興味深いものでしょ

う。ふたりの人物がもうひとりの人物と道すがら出合って話をしている。その背

後には-方には駕龍、他方には馬車という交通手段が描かれ、点景としてどちら
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にも犬がいる。主要な舞台装置はほぼすべて共有されているのですが、遠近の強

調という<B本的>特徴は、むしろクールべの油絵に顕著で、ここでは銀行家ブ

リュイヤスが金銭を、書家クールべが天才を寓意していて、富が天才に敬意を表

する場面という、クールべの誇大妄想が、「き迷えるユダヤ人」の民衆図像を下敷

きにして、遠近の意凶的な誇張を生んでいます。それと反到に、園芳は西洋流の

透itM.凶法や陰影法を忠寅に寅践しようとするあまり、かえって同時代の浮i吐給

で支配的だった、人物と風去の封比を避けているようです。ー三-で、三うなら図芳

があまりにく西洋臭>く、クールべがあまりに<日本的>である、という鱒倒がこ

こには発生しています。ついでながら、クールべが図芳の作品を始めとする浮世

給を日にする機舎は、おそらかなかったはず。人物=風景高を含む浮世絵が西洋

で流行するには、あと』ト年強待たねばなりません。

浮伊:給のモチーフを意図的に白作に取りいれた初期の畜家のひとりにエドゥ

アール・マネ(1832-1総3)があり、 《休息ベルト・モリゾの宵像:d>(1870)の上部

に見えるのが、園芳の 《龍宮二E取姫の図》という、東アジアに古来伝承きれて

きた紳話に題材を取った作品です。マネは龍という東洋のモチーフとその流動

感溢れる姿を、 r休息」と封比させています。同様に三枚績きの横長の書面効果が

西洋の書家の興味をヲ|いた例としては、園芳の弟子筋にあたる、最後の浮世絵師

のひとり、月岡芳年(1839-1892)をあげましょう。末期浮世給のデカダンスの典

型として取り上げられることの多い給師ですが、賞際にはそうと知らず西欧の

欧紀末を同時代に生きていた形跡すらあります。すでに高橋明也氏が指摘した

ように、その芳年の 《藤原保昌月下笛弄凶:d>(1お3)は、中央の笛を吹く人物、左

手の月と右手の閣という構図上の類似からみて、はぽ間違いなくアンリ・ルソー

(1844-1910)の 《蛇使いの女〉の設途源のひとつでしょう(T法油ashi 199x)。

給葉書や潟買などを巧みに利用して自分の世界を築く術は、税関吏ルソーのお

得意で、したが、その先例がすでに園芳やその弟子の芳年の手法に見られるわけ

です。

最後に筆者の思いつきをひとつだけ披露するなら、歌川底重(1797-1お8)の怪

奇趣味 《千清盛怪異を見る図〉には、平家の線大将であった、平清盛(1118-

一-司
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1181)が、厳島!神宮で積雪の朝、森羅万象が偶鰻に変貌したのを見た場面が描か

れています。中|吐の軍記物 『平家物語』に取材したもので、千家の滅亡を暗示す

る有名な逸話ですが、三枚績き左の中央には、雪の山が頭蓋骨にみえるダブル・

イメージが仕掛けられています。サルパトール・ダリ (1~4-1989)の 《ヴォル

テールの不可幌の白像のある奴隷市場~(1940) には、同様に書面やや左に、楕円

形のオランダの帽子を被った二人の人物が見えますが、これが背景と融合する

と、ヴォルテール(1694-1778)の白像に変貌します。このダブル・イメージの作品

を描くにあたって、サルヴァドール・ダリが庚宅の浮世絵を知っていた必要はな

かったかも知れません。とはいえ、雨者の比較からは、虞重もまた、アンドレ・ブ

ルトン(1896-1966)の rブラック・ユーモア選』にあげられた、超現寅主義者の先

駆者たちのリストに掲載きれる築春を担う資格だけはあった、と結論づけるこ

とも無理で、はないことでしょう。

このように、美術の吠界に現れたきまざまのモチーフや宅間表象の手段を、園

別の枠から解き放ち、美術という枠組みの外の世界と結び付け、規費情報や覗費

形式の文化間流通という観点から捕らえ直してみると、これまでの園思Ij、あるい

は東洋と西洋とを分離した歴史観ではとかく見落とされがちだった、文化交流

の活設にして複雑な寅態が、生き生きと、そしてときには生々しく浮かび、上がっ

てくるように思われます。

2∞4年 3月 7-8日
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1693-1712)司号神曇 λ1斗司王妓合y斗(Lee1978). 叶1牛主~~ .iïL~ヰ忍尋01 L十天
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月二音吾す忍 E約zzo斗弁包を 01オ斗会， 1723¥1叶l年希尭(?-1738)叶11~司『幌

皐』主豆漢諜毛主著01 営司突~..Q_叶， 1729\1刊と『説皐精離』三三豆社"Õ~司ヌLîl，

1735\1叶!と増補改訂会号司，与ヨ忍斗主ラ望玉虫{λf~司叶1λ1 50cヰ1}斗王吐会且

善言トcヰ『市見皐』主主告社吾首トヌl合y斗.pozz吋mlオ斗会 1698¥1号号叶1・会 01

司司卦ァト豆λf建築透頑固法~ 祖吾ァト， Giovanni Gher訂dini(1654-?)，豆七

1710¥1叶l泊号電}01 El1司 ~Ma仕eo Ripa(馬図賢:1682-1754]叶l斗司を司司対会

アトミテノ~01 ス1 -3i司会1告叫斗(鶴岡 1995:441 池上 1995:447). 01 平司号号舎な~

fil1叶11~を忍統治[1661-1722]71社司後期豆社， oll.:i二三ヰ入ト GiuseppeCastiglione 

(郎世寧:1侃8-1766)アトモ子Aa詩ァト豆λ十五舎呂美王 1715¥1斗包泊y斗.

pozzo 天i~~ 漢諜叶1と号す平叫王挿入司。1 双三三叶，叶-b ァ~71λ↑包菩斗

歌舞伎舞牽内景会ユ司浮給~ ~1P司~ 71そ!~三豆且司五裁合叶斗.宅Jミさ叶1

λ?と徳川古宗斗ぇ.1̂i1 (1716-45)喜安01詩叶信号立豆λT 蘭皐01 壱す司ァl 入1~

を λ171 対台斗ヰ.ユ叶し十 pozzo~ 漢諜本01 (:3本刊を司司匁E十七号オヒ型スH

万}スl 泊号呂叶l ァト~~三吋，豆せ叫千ト~司ヌJ_t::十三1 7ト~司王，政信斗若会町給

師アト 01豊司苦ァ1司ァト三子。1忍三三司己十七且号王録音yt::十..2..司司，政信叶1ォl

ヌl~λ1 蘇州版書~寅例アトヌl匁斗唱，弓哲三司J主主ユ子王号会舎をじ十七突会

ユヰスl叶司会唱。10ト叶匁会突~yt::十.現吾cヰペ杉田玄白(1733-1817)アト『蘭

皐事始』吋1バ徳川吉宗叶11~を蘭翠す司~包詩吾 01 0þ71雪叫オ1λ1 守安会

主豆曇司王系吾司王人 丘巷叶と舎と菩~ (通稽:舎と菩~) r禽獣譜』

(Nae出eurigebeschrγving van der natuur der vier-voetige dieren)唱しJ斗.01 

Eモ!~ Aa唱す叶l社号を将軍吉宗0101吾喧勾許己十三工帯電}~史叶lλ1 1子同，蘭車

。l 将軍斗旦すoトèll 忍7R 司 71λ1 -0}娘E十七 010þ71~ し1r:t. 
奥村政信且E十三乏音司叶1歌川豊春(1735-1814)01 浮給叶1 吾平言t~l 唱しlr:t. 
豊春名牛~会歌舞伎平rl1~内景会ユ迫浮繕豆営司材交l七吋11，号司唱者言ト

ォl 牛噂担金~斗守子豆せ号71署殺E十七省 01 手号苦叶斗.λ1qよ原典叶lぺヌト

与を突号叶l七<浮給紅毛卒吐ヲト01湊高里鐘響園>斗苦司♀七~吾01 双三三叶，

Canaletto(1697-1768)アトユ電叫叶1ヌ.1 0ト~ヲトL十三ユ吐司11~ 号78会Andrea

Visentini (1E総-1782?)アト腐蝕銅版書豆叫之1;完全型ユ君主豆斗舎を突会 01
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ロl 許司ミ]λトす~y斗.(Okano 1009:498). 号 01 号号室干七豊春01 叶唱手E~

ス1 旦三穀ス1せ，ユヱヰ神|喜善 71主~7トヌl匁E十七英会宣言ト~三rJl ~合叶EKEE

豊春~7â♀，<浮給 oト手ロトyoト珍薬物集之>己十七三十吾玉虫l含y t:十せ， 01突会

主吐斗~博物撃者豆λi，号電]王室ヰ入ト叶l 吾平安9_~ G.E.Rumphius(1628-1702)~ 

『せ且斗01奇品窒.JJ(せとこ司l三官干U1705/1741)斗今豆ス1曇スト舎をそ交官y斗(内L1J

1~胤:63，日蘭 1998:150- 1). 01オλ?と蘭皐者豆ペオ唱を千賀源内(1728-1779)

斗『物産書目』叶1ぺ王明和3\:1 [1766]吾叶1 泊牛戴E十七ァl号01 双七ぺ司~y叫.

豊春~斗菩叶l七世且01 し十倍。1 号包(=斗手ロト斗 oト)豆喧司，ユ~-6f菩斗源内

全~ 71λト斗せ卒塾オl吾妻f~苦牛~合yt:十.ユ零ス1せ美ö-l王明和~之} 7a叶l

ミラ，♀ヲ1丘叶l 詩ァト王Jl7ト~蘭型書吾司雪牛双ミラ 71主1 ァト手。1忍E十七突01

~号吾叫斗.

2.蘭畢判事号豆}硯費世界.21目旦

透)j[見固法恒子豆天1喝を S.Y.叶lスト-吾舎を論文叶lλi，Agostino Ramelli ol1 

~を吾しJ 叫司すえl 叶l 叫を唱え1~ 説明園(1回8)アト漢詩書~1f詩(1726)吋)λ?

と吾y叫司信え.17ト吾吾E習を王毛主豆叫判。1オァトす号丘を芋甚01‘気'豆

電叶11~司社宇♀J召三豆λT 召号会水流豆を社司叶迫苓ロl豆会人十営会ス1 三1

言十五文l合y斗(Edge此on1980).吾全]斗職人会全l吾01斗豆Z，吾也会 71河川

苓ロl号吾ヌ1唱し十時叫スl役立叶 EE仕詩ァト叶1ォ171オl曇 01司苦英叶l叫を丘子

アト手。1ス)スl役会公司叶lλi-6f~舎を召斗，号号~叫斗λ十司会 19叫 71 叶11 01三

司朴正公会斗七平丑言llll 壱斗ユヱ苦対日夜~斗斗 cヰァl 叶lペオス十七手入1王

唱。l斗舎oâ司会牛舎言トスl 詰ヌ}~号号吾~~をオl曇スl有司王公会斗斗.ユ

百叶l オ斗号λ1~~ 包甚叶lλ?をス.1 13TI 苅l音~武士号01 蘭撃者斗守列11 {J苛司

ミ]忍ス)叶lλi， λ?守斗 71告舎なきllll喜牛言ト司王工或含y斗.ユミヨ子スト斗をλト

苦01千賀源内(1728-1779)唱し1t:十.ユと号号宋麿星。l司会をせ唱ァl全斗『天

I開物.JJ (1637)~ r精糖~圃」吾朴啓司ペスト全l~ 社会包『物類品鴎.JJ (1763)叶l
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「λト号牛牛吾:Qöト寺会~七固」豆λ~ 7~ 位司ミ~..Jl対合叶 E十.唄量全量司ユヱヌl

七 3こ~号豆型吋1 舎ÖJ唱会主~吾~子三E曇ユ司ヰ菩叶l 西洋流~透ïJI見闘

法会 ~Aà許七突会，吾平司アト文{会スl 豆豆戒告叶斗(成瀬 2∞4:23). ユ司L十三司

。1王動力子三斗号社司l:lH ぇl ァト r天I開物~~仕爵旦E十分す司~善言トヰミラ

ろえ会芋Aà雪牛~戎ス.1.R.主主豆物産台喜三子司君木草E望者源内長!E..JlすB

叶l司lヲ1EJl舎スト全1 01 有司牛司司社宅1-~祖社主司王工警曽詩豆王弁~を叶Il(森

島 1的4)，01 ラ14さ号号~λト叫早オ1号三三豆λ?と豆ス↑司 λ~zt雪牛~ミラ守号01 2-}

きトヨ乱含yq.

角館奇士l~ 詩アト~~幅行穂、(1877-1933)七 01 源内アト秋田藩叶1 主rll 司匁

会叫，♀哲司匂対Il~.Q_豆球形含ユ司七詩唱含アト豆ミ]焚01 を吐01 司。1， 01 

喜叫秋田蘭書斗ミラバ等号~詩唱会主包号室干斗ァト労苦言l~l 司匁E千五官宅

日トヌl合叶斗. 01 詩斗~号丘守子守~~と豆型ス1 秋田藩~落主~佐竹曙山

(1748-1785)全音含牛妓合叶斗.ユを「書法綱領」斗「書園理解.J(1778)斗と包

菩司主~λ-l qよ司詩叶1 せを雪合唱舎をそ究主主豆営司オ公告y "c十 r高園理解」

と手入1王唱斗陰影法刊号守仕詩ァト若乃司~ヌ12，千ト主干吾社主J 材質斗喜す

全信~型公舎λT 包叶E十 r書法綱領」ぞろ公舎司 71告豆λi~ 西洋給書~ 01司会

λT舎を詩喜01司，ストミ101埼玉手守λ-lq主主干 71唱叶11~許cヰ，球斗 lfr宅，‘望臨~寅

骨豊'，高低，‘遠近~度敷'叶11 01豆71弁スt“曙山01l:lH♀七芙旦干ァト甚号、1斗主
主~裁合y斗.透視園法(pers開ctive)01 ‘遠近斗度数'豆叫刊叶オ双ス.l li}，‘遠

近'会封句喜季oトきトミラ中園語法~ÖJ守主豆~司有主主主ラ平吾河11 01 スlせ 01

ロ111m見E手~~λ十吾叶lλ↑正吾牛対主ラ豆電~叶斗.曙山~著述豆半吋 21¥1卒叶1

司馬江漢01 ぞ「西洋高談~(1799)叶l付金‘遠近~理'己十七豆宅01 且~y "c十 cヰ

ァl 叶lペミ子社会王子λ1許と 71 宅~01宅fZ会叫1:Jlきトミラアp昔立豆λ1喧勾司安会吾

詩喧勾叶l 対。1λi~ ~之司斗..Jl司王季会堂司沖合~A=1双合叶斗. 号ミ子社会

哲今苅|豆λ-l 2ヌト宅叶lλ-l 71許守有 三?::-3[叶11 ~言H 宅号立さトミラ 牛吐01 司と

‘pers開ctive'アト，号外λlöト巷スト菩詩型叶l 匁~λ?七号社会宅吾 o 豆菩誓言トヒ

曙山01 苦言十き甚警全]斗芳夫1豆~，~夫\:} 01司吾言トォ1斗ァl叫吾泊叶斗.曙山

~<ゴこ斗平叶l 唐鳥固>号刊を， 01 宅-c~叫3こ斗濃淡斗叫1:JloÞせ豆，刈守主干
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唱斗紳髄'己十三工曹司会秋田藩主9.l公司A~~ol 唱材L十双合y t:十.

3.解剖畢:i!t光畢守夫|

秋田義主斗寺三叶lぺ質量喧主主♀牛若斗吾合せァ1Jl双と全]号。1，小田

野直止に(1749-1780)~叶斗.<不忍池>七ユ9.l召斗唱しj斗せ叶 71λ1玉三78斗

尋吾~勾薬斗，笹78斗イベ忍池斗斗司社社 LHtllとユ量01 01司を省三官斗号

7e]含 cヰ公司宣言H手ユヱヌl告し{斗.01小田野直武七豆 λ十守斗解白Ij早川司会前

野良浮(1723-1803)斗杉田;玄(101喧勾を『解館新占.n(1774)叶l仕詩曇ユ道交

主主主弁~苦叶斗\三司守司豊子ヰ喧λT 吾叶そ]司ヰ叶[J11将位新吉』斗せ詩

斗若会会句会豆電電エミ]対l晋~王(内山 1~:89)アト~匁斗喧，♀E十アト斗子斗

丘λ)斗幽亙高召斗ミ1<相馬主J古内裏>(鈴木 1992:園70)叶lλ十吾牛ヌlb，泊対l

社。l 号平司早人ト公司ミ]司吾豆電9.lき司会~匁全英首y t:十.

。l斗唱，‘蘭癖'会蘭与さ者斗武:上叶lぺ町絵師叶1101豆71弁スl誌名人ト苦会否。1

吾叶叶1.s♀jヨ曇 23倍強ス1せ，ユァト金司lぺ王詰会人ト苦量9.l設怨源三三豆λ1珍

重呂美01，王王叶l♀ーと9.l[J生植木草.n(Vande Valle 2∞1)，舎と喜~ [J禽獣園

譜.n，現吾cヰペ号~斗01 嘆λ~1 9.l [J大給畜本.n(Gerard de Lairesse， Het Groot 

Shielderboek， 1707)号01対合叶斗.平賀源内アト王王叶1♀ーと号明和2¥:1[1765]

叶11，さと吾会 1768¥:1叶l子世強斗Jl71号言トミヱヌl合yt:t.Lfi賀源内アト 1770¥:1叶l
社司君『古今青叢後八種.no1c十七尋司叶!と，舎と毛主豆半司旦すを泊三司王子

♀J 双七人トストユ君。l 且01 司(成瀬 2∞3:16-19)，豆斗喜号令9.l人トストミ子牛茨~

旦告会(成瀬 177:121園14)，小田野直武叶11~司司せ弓叶117ト営司社双告y斗

(成瀬 1977:11圃3).01司君忍子1を号苦量判旦斗斗忍苦吋!と， Albrecht D*rer 

9.l豆警土井東西暑さ号を斗叶ス1，召号叶lと谷文晃(1763-1841)斗模潟豆包

甚斗Ef全]会全lJlロト七，ユ司弁司を叶IL~三対台y斗せ， cヰ 71λ?とミヨ噂守子豆ロl

手五(芳賀 1977)守ヰ許~合y斗.伊藤若沖(1716-18OO)9.l 71せ毛主Jを<禽獣果

樹花升園塀風>(辻 1993:表紙)正喜ペペ守宅号9.l天地創造園(成瀬 1977:園60)
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叶1171割合吾 01号司ロ191~吾01斗Jl苦苦牛対会ス.15三旦豆戒告叶q.

01è~を‘蘭癖'会ス.1 'd λト昔吾警せ oト斗斗，江戸91 大衆E54λ1 ， oJ-Jtl7a 01 L十

電ロ1弓号西洋叶lλf忍叶名号室干71オ1刊さモr{J会且匁含yt:十.千賀源内斗王
立弁アトヌiヌl~ 森島中良(17fij-1810)91 オペ『紅毛雑話』叶1七ム毛司王子tâ-91 IF昆

議譜』叶lぺ王吐全斗舎巷旦7191詩叫細密圃アト若ヰ司外交l合y1:十，ユ司王1
01突斗寺公を号唱さき叫豆戯作者， LlI東京侍(1761-1816)叫『松梅竹取談J1(ユ唱

会歌川園定)叶l 斗舎~匁立叶，病91 三r-~ミ子会，ァ1叫を豆ア1 ， 01，司号叶1オl芳子

唱司!191 幻想。l 公言t~l 斗吾哲合すをヰセ， 01交正号 71分担~埜仕草}7ト号す

脅y斗(内山:199617，ご三平司一文11998:414-7).江戸司令トサ司会，λiOJ:司そ191
解剖翠スl斗斗光~的忍司吾斗苛斗苦を叶11 .s::_舎01司とそ史且E十七，J主司司スト

弁ストス1豆宅分斗 λ~l オl豆否。1号Cヰ弁王golL十三刈1:)1号三乏をき許71判を牛吐三三豆

λT塾舎司匁坦ろえ唱し11:十.

4.腐蝕銅版奮21智司l

平賀源内斗小田野直武斗.ill.弁アトヌiヌlJl，鈴木春信91斗lスト豆， 01吾91千トス1吾

オl令号室十アトアト司馬江漢(1747-1818)泊y斗.前野良津立豆半司£母斗語斗主

且曇 BR-8:-江漢会玄海(1757-1827)91 協力会包~，且01三こ著『技義科皐新高卒

典J1(EgbertBuys， Nieuw en Volkomen WI∞rdenboek van Konsten en 

WeetenschapJ:削 除:vattendealle de Tackken der Nuttige， Amsterdam， 

1769-1778)斗 企一司豆著 『家庭百科全書JI(No* 1 Chomel， Huishandelyk 

W∞rdlenboek， 7 vol.， 1768-77)斗銅版畜項目合唱勾言t~l 羽三豆列，天明3\1

(1783)叶11，包菩叶lλf元1会主と豆半斗号吐主}91~宅叶1 信号子会且オ1 吾y斗.λ~l豆

28Aj)_ぇ17ト豆41Aj)_ぇ.1 ~à王ヨ7191 版企豆λi ， 71 オIl[~二三乏ヲ1 ヲト斗平司]吾 01舎許cヰ

在すきト王尋せモ美名司馬江漢スト全101せ号交l1:十三工忍司スlと 71苅1191作例斗

~会毛rJlスl豆半司王争尋苦牛ヌi含しJ 斗(三こ平司一文1E勝:203，成瀬 2∞2:226).

天明5¥1[1785J7a叶1101三司江漢会，斗01君!ヰスト叶1191司 1∞枚豆子公司銅版
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畜『人間企J 職業~(Het Menselyk Bedryf， Amsterdam， 1694)合唱牛司王1，ユ

主著会会4与さトcヰヰ舎司平司油畜叶l警4与すyr:十.<錫細工師><船員><問せ

号ア1>号01詩句司ヌJ，Jl，詩型三子喧斗召7â~主豆樹木01 L十ユァトスl吾吾cヰヰ且ユヱ

ヌlせ樹下美人園吾羽)斗許七号，子王叶1 和風化(包吾号)~ Jlせ王且<f1叶斗.

叶♀71江漢会 1788¥1平司 1¥1Ac3王ユ号せ唱喧強弓長崎豆 Cヰ司含吋斗，三と

そ.}t:十商館会す吾言トァl王きトミ1，_2_吐斗通詞斗斗面識合唱。1叫71王強ス1せ，肥前

千戸叶1λ十七藩主，松浦静L1J(17fJJ-1841)~ ~叶1 オ詩型バユ叫すλ?号吾牛匁

き 71司吾型叶域合斗斗.ユァト会寸， Joh Lud Gotfried司「暦史的年代記』

(f五storischeChronyck， vertaalt door Jacob van Meurs， Amsterdam， 1660)アト

豆守司。~~立叶ユ 221三刊l 且01と 2叫ユ司と詩ァトオl♀ー平入1と~葡萄潟生

斗ユ習会斗アト人トヲl豆半叶司号外名寛政喧~(1789)叶1 油需く~1♀平λl三二葡

萄潟生闘>(所在不明)立豆発展きt~l 吾叶斗.叶ヰ01 嘆き~~お4寄叶11~ ，什オ1 7 

叫吾ァトλト~~許斗豆λl 豆王と位斗銅像~巨人圃アト牛号司叶対合叶斗. 01 

2完全江漢会『和蘭通舶~(1809~)叶11 <徳柴島巨銅人之圃>豆旦λト司誉対合1-1

斗.01 Q像祖霊王，を斗~7â豆七号甚~言トスlせ歌川園虎，歌川園長斗，号入1

"cll 01李将浮世絵師号叶1ォ!な詩喜三子オl吾叶斗.

江漢~ 刈スト01型λf 斗吾すを そ史三三豆王 営司祖 詩アト豆λi 52欧堂田善

(1748-1822)01公合叶r:t.ユを老中松平定信(1758-1829)立豆半吋油高斗腐

蝕銅版書吾合号許己十七~弓会畦会安(1798-1812) を合叶斗.ユ匁斗~詳し十

全1<西洋公園園>吾をオアト宅 4ヨ司Jl-~号吐詩斗1:Jl .ïiI司旦玉三号詩戒告

叶斗.せZf~ ;;t十♀ァト暗叫豆司。Tヌl合叶斗せ，材|宮司2 号信号 2ヰλト0171叫菩

叶11 ，平司ァト喧型同卜王子芋豆すそi~ 司己十三三♀t 詩型~号音刊をそ』包全]スl 宅

看叶1七号ス1きトスl~ヌ}~斗平斗彫像。l 若乃司。1 支lt:十七安全せ牛妓合叶斗.

守口1含"cll苛~牛唱叶1λ? 斗平ァトヌl七哩01 せ想社。l 妓七ス1 叶 ttiス1 叶1 叫司λ?

吾。1 菩召斗，包菩~叫芋菩~守λ~iさ斗王子アト匁七唱。1 叶季E千七吐合会且

気合叶E十.ユ零ス1せ豆守宅同!斗と♀{叶1斗王子吾 4J七斗主ラヲ史会。1と二 Ac3王斗

2せ01 晋丘言トヲ良ス.1iL 詩型壱叶1 斗平ァトス1吾首Hヌ1守安名手T野源~~号叶1λT

E 号牛対ミラ Ac3~詩弓子~<f1斗斗.葬アトァト 01吾斗斗詩2 匁匁ミラス1 0ト日ス1
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詮望王立J 吾神|豆言トミZ，同善9-l~子玉，江漢9-l7â♀斗ロト巷ァトスl豆号令9-l ~ヰ

詩型号叶l叫喜和風化9-l幸司会し十時1丑奏。l斗Jl雪牛双殻ス.1iL

問善吋lオlセ<司!♀ー豆平きい1>己十七埼1弓斗号塾塾王せ司hl双合1-1'C十.ユ司そ]

す3こを， 70国守王祖叶1 奥村政イ言。l ‘浮給根源'01斗Jl~許叶ユ司 雨図橋斗

号包電子安企豆，江漢叶1 ォl~ ‘Tweeland Bruk'斗2 惹ストアト号電<雨園橋>9-l銅

版高(1787)アトせ司オヌi合1-1斗.Aj~ 70~司政信01 早入15三唱9-l前景会主211 9-l

丞社主号7â叶1 叫豆吾材バロトぇ1 号号叶l 浮遊計七安吾会御殿舎ユヌ~~与え

叶l日l 司，スl音田?存会主三位三司会 4ニエ8 位公立J を召叶l 召号言トcヰ手入1唱。l 言~9-l

Aj善玉喜斗λl言ト互交t~三叶，ユ~叶1λ? を号叶♀{哲雪RE14ヨl:iR 司馬江漢叶1 叫哲

三司 7R {J三ξヌト豆λ1言トミヱ対とそ定首叫ヰ.ユ叶斗奥村9-l~叫叶lλf 旦cヰミき弁詞叶l

包号言トユz 双告人ト苦号斗型社守舎と二電牛~~三叶豆電} 11]莫9-l天明7~(1787)

~吾叶1λi 9-l討会菩♀~715:. ~告し1 'C十.

5.浮世繕版書.2.1型令

蘭皐系詩アト吾9-lオl旦.曇 tiiス1公司且史上告1-1'C十せ，ス1舌芋司七浮世絵師号9-l

号寺会社吐司令司且五スト苦斗斗.錦絵豆吾司♀Jス.1Jl対七多色浮世絵版書9-l

を入lスト'il鈴木春信(1725-1770)叶l オlペミラ~詩型企J斗立豆社守9-l透幌圃法会

警舎を喜司会委oト吾牛~告1-1t1-.ユ司斗せ~9-l春信斗号ァl ヌ1-g_司司叶叶l

λi， 7a♀叶l叫斗l:iR7a 9-l名所風景斗，叫7a9-l美人号9-l想号λト01叶l七歌枕011..十

歳時記叶lλi9-l詩羽l吾甚叫，五せきトcヰ，干叫斗l:iR7a之!9-l牛牛列!万1苦71斗告ヌヰ

オ双七宮ミ言。l 書会全lSll吾9-l号~..Q..豆，をせスト9-l知的モT4J含晋司王1 言十七

司守01すオオ双告斗斗.ロ1'il詩斗名所給吾をす9-l浮世絵版畜♀同l主音埜

ヰミヱヰミラJlせユス同117ト春信9-l λH豆全斗olq~匁E十五苦牛ヌl会スl王豆

三致合斗斗.春信9-l刈スト0171王言トヌi屯司馬江漢JL♀ヲ1J主叶1尋ァト豆七‘春重'

01c十五 ~~言トヌlJl， 17702年春信01音斗を卒平司七，春信9-l詩号会λiqよ叶1λf

忍t1会透幌国法叶119-l司ユ司平叫すえ)豆1@-0ト~司王1 Jl{J或スlせ，詩型子公叶l
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王~司合01 双匁五人ト主y~司三三豆王位ミ子会オ干ス1 英毅合y r:十. 01卒。1~二斗豆

守人トol(明和一天明)，ヲ1Eトァト斗♀時ロト豆(1752-18a)，豆司01ヲ1丘斗アト(1752-

1815) 号~浮世給師号名手入1王唱全斗王言同! な至許七包 ~01 Bs1合 01吾

号1♀j 吋l 斗苦~01 美人高曇ユ司叫七三1せ会オ苦言1λfλト与さトォl 司叶斗.秋

田蘭音と員景旦l忍7aヰ号叶l花鳥静物含召ヰユ司と 78守合:iLせ司味合y

E十寸，ロトえ101 ラ!斗 Eきさ3計七妄，♀ヲ1丘叶1 詩アト吾会名所風景~ Bs1笠叶l美

人高斗相撲給，喜子会役者給吾召ヌ1七号包ァ1守王寺斗司司会司妓斗三1雪牛

支l合yr:十.01喜‘人物・号1詩'斗:iLす叶斗.

号7â号室t~ ÖJ<;ヰ叶lペオヰ吐言4401 唱。~L十七叶!と葛飾北粛(1760-1849)斗

号守合 71斗司ス1 役会牛~合叫斗.位噂言ト主ラ鍬形薫心粛(1鉛4-1924)叶l オ!と，江

戸碧せ oト叫叫包主子宮玉忍対l吾守ミE叶l 主社宅T ユ言。l 対立吋， Cヰ叶アトス1~

す叶1双。1λis:.北粛叶1笠λf双主唱λf北T評判豆召叶l斗司ぞスHァトヌ17ト豆司A=l

吋舌祖スH気合ス1王旦豆戒告し1 r:十.~北粛漫高~ <オ113型>叶l七弁Eぎを 3甚警

唱'~営~王アト且01~ 北粛~凶洋j委託児固法‘ 01司'斗包~~旦合会号~言ト

ミヱヌl合y r:十.手入l王唱~~こ営羽毛北斎叶!神!玖。1λ?と唖ス1 .詩型01斗♀豆吾

警~支i71 叫吾叶1 平警合弁電}_Q_豆子λ怜トヌ~r:十三Z 言十七透視闘法~ "dJ 01分計三守

宅]尋型王号λ1 叶1 言ß~こ司。1 叶張合yr:十.叶今。l 詩型含 4ユエ8位ス.1If3位三三豆 3

号号警E十三1 きトと北粛~数僚を菩èll 牛エ8位斗ス.1~~斗ミラ唱え1司λ? 号号言トー

j重視園法~ 71菩叶11.弓宅三三豆勾守言トモ祖許~丘斗ご三宅旦合含守司言トミヱヌl合

叶ヰ.北粛ストミ]会洋風~号社豆司会合王寺をそ交合 ~71qょqよさt:Al 司司裁斗2

雪牛ヌl~ <高橋~ ~言士>号~~菩叶1λi~ 牛エ~~斗ス.1 If3位~菩司書斗λ1許

妄01~宅計三Z 全l71 1司吾叶1 哲司~♀司号~ミë_Q_豆且唱ミEgE2J な斗浮き干号

アト斗せき干 Hトヰ宅斗tJl三三吾司ミ言司 λ? 召 01 号。1会妄宅}~分含奇叶斗.北粛

をせ\1~ (f'書木彩色通~(1847)叶1ぺ芋斗号吐詩斗油高具~丞斗l叶1 社整ス1斗

王号2JqFqよさ同17sそ]許2 匁合叶斗.

北斎~~寓巌三六景〉叶lλ↑王浮刊:給師七号1号室午叶1 対~λi s:. λiqよ号~ミ子

社豆分含叶司舎 ~01 ム詩司叫Jl.匁ミラストア1~ 書才号外~~01 7s忍司叫2

妓七妄守叶斗.01ロl秋凹蘭書詩ァト号斗亜欧堂回善01営λ1きsiき，そi1斗Bs1
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斗斗宅ス1を大小封比-wユ叫豆‘省吾唱'01北粛叶1双叶λis:.号。lを，ユ司ユ工

《富巌三六景〉会社謹言トミヱヌlミラ詳し十~三子丘をす社豆公立j 吾唱。1 司美名

~叫脅し~q. <甲州、|三島越>斗<東海道保土ヶ谷>01 斗zf 吾・ ^~1 社と二~ <‘中央

叶)企斗干アト文lを， -illE ~豆斗豆仕>，ユ己lJl斗平アトミ主叶位毛EJさせ01 t1ij 7ð~と

豆旦01七〈ストと玉安宅〉斗♀~01~十五七言トスl寸分す司話会子豆号請さト

ユヱヌlとそ史王 AJ-~~司泊叶斗.ユ司王l 01 己~哲前景斗t1ij7d告さJ司召材誉会号。l

を子豆七 01 斗舎~歌川虞重(1797-1お8)立豆 01~オユ号叶lぺ王《名所江戸

百景》叶1ぺ喧喧言lJll入}寺毛同流斗子三アト，サ司司叫豆(1お4-1951)，五平寺千

三こ斗0859-1891)，サ司王寺~-昇一三;豆豆司 (1お8-1912)号斗 λ~171w 斗司斗丞

警叶l告アト吾叶11~司， 2ヰ号有三三豆塾舎司安会 01 ロl 分斗叶l 司すきト七人ト{l 01 戎スl

丘(稲賀 H朔，ch.2)

6.原典再密量量EfI

北粛斗ア~~号λ~1~斗蘭畜家主λi b川大浪(1762-1817)[Tafel Berg] ，七川

孟高[Lee*wBerg]斗とをき刈ァト録音しJ斗.宣言~畜披と oト豆司ヲト叫号せ吐~

‘大浪山'叶lλf弁司脅1-11:十せ 01と öl1牛詞人トロト司11~司ぇ1(Matheo Ricchi) ~ <坤

輿漏園全圃>斗文儒略(]ulioAleni)~ 地理喜三1 [i職方外紀』叶l漢課企豆 71スH

司 ~~01匁告y斗. ~01 司卜旦三.ロト合唱斗吾唱ヌiと披吾認をそえ吋l 叫司，号

λ~~ 孟高ミラ司喧叶l 司司~~三宅ペユ J主吾司叶l 且01とち会会せ[Lee*w

Berg]会ス}全l~ 高披豆司王ヌi合叶斗.干 λト苦会主吐斗叶lλ↑忍叶名著.豆01

~斗花鳥高曇ミ子号三三豆模お或告し~1:十せ司ス:ij 01 斗吾会す公司~ 01ラ1斗号

若会組斗金松千定{言。1J1..舎を詩ァト010:1~公絵探勝国鑑~01己十七寅地主人十

絵巻吾定信~ 宅金畦ユZ 埼114を谷文晃王~入l 旦入ト司王Z 公告し~1:十 cヰァl 叶lと

~吐斗忍~~ Ac3号主}~ ~位を斗刈斗刈11~巷豆λト叶l す入l 唱甚~詩アト号。l

吾ヌig 位す~ 71甚万トスl 忍言~hl 告y斗.

。l号石川智柑アト。1吋を λicきλf司会主}ミE或ミラアト吾吾司令金三乏人十叶lλf，Ef芋
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言71叶11 01豆七 λl社~♀ヲ1丘吋l 詩ァト号斗 λo1 OJ=ス1 斗叶l 叫曹司令「言トスl 芙を吾

与~~司斗ァトユ旦合会斗E}叫オl 司匁合叶斗.言ト斗七丘竜王与干一主斗(Johan

Nieuhof)~ w東凶海陸紀行.JJ (Gedenkwaeridige zee-en lantreize door 

voomaemste van lantschappen van West-en Oostindien， 1682)泊叶斗.叶l主

人1叫斗ユす入1 舶載本立豆λ? 宅ぞきト七吋!と営司社双ス1 詰ス1せ，玄j宰~斗l

スト， 111窒才助(1770-1807)アトス1全電『新謬東西紀j恥(1鈎4¥1)叶11，牛ヲ1司君!日ト子

会二弁~守子一主斗「奉使支那行科記』斗守列11 01%娘斗七アl号01 双合y "c十. 01λ↑ 

有叶l七，三ヰサ号~同卜旦豆.ロト全電~仕草干号王且01~，石川 23オ!斗高枕斗斗

社電王手号吾叶斗.叶♀ァl 菩 71号叶l 且01七位詩<ロト司11-~斗ユヰ~l:}トE十

日10同主干す叶lλ↑>(EenMaleier met sijn Vrouw s∞sij op Batavia Gekleet 

gaan)と司ヰ菩寺公司旦也会会上司ぺ石川大浪~ <満刺加図人吃火同国>

『煎録』叶l採録複製司ö1~合叶斗.

豆電}Francis Barlow (1626?-1702)斗版木材曾豆宇弓斗七 Wo1含01斗71.JJ

(Aesop 1655 first ed.)斗「立す01斗叶♀J(Le Tigre et le Renard)司仕詩叶l

L十時吐立す01~ 旦合舎をァl王号芋曹人トスト豆叫平l ö1オ 大浪斗<人ト朴正

>(ca.l805)刊号す脅し1 t1 斗スト~望号会オ1-斗手一主主(Marcus Gheeraerts)~ 

F号吾~公苑.JJ(Vorsteliicke Warrande der Dieren)叶内旦01七「人トスト斗司J~

λトスト~望号含斗♀~有警突斗召ヌ171 叫吾叶11，大浪会 01吾手仕詩オl号~

λ?司会社主雪牛匁をせ号叶1対安i"C十三1宇弓警牛 21合斗斗(勝森 2α)():28)

7.逸脱的借用金!可|旦

電スH せ司~ヌl~ 石川曹司11~ 斗司l 吋)λf 且01を λo1 Q主唱忍叶lペヌト舎，喜子会塾

苦言叫七を号， l:} 1 .ll!.~司寺公司，唱さf~ 吾叫叶l 叫喜号神l 王宅子会神1吾言トミラ守

オ1 叶1λf 型宇ö1ヌi合y"c十.ユ零スlせ若会忍オ曇 01舎詩型λf玉三オァ1 叶i七 λ~ Zf

朴正英をス1司斗舎人1豆電交01 ♀ヲl丘叶1尋ァト歌川園芳(1797-1861)~ytl

を毛主豆 JanNie由of~ w東西海陸紀行』叶l七<ロト会号牛斗職人~召>(Stats 
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Meesters en konstenars woningen>斗Jl..刈号会吐£号斗号C(}X司斗線督

駐在地c(}叫司王~oト~ロト会~旦合01 ユ司A=1双合しlq. 01ラ14与♀ヲ1丘叶1哲子

スト斗唱さ手入1，園芳~ <(忠臣蔵十一段目夜討之園~~ ~祖斗すえl羽 01 対七

突~yq. 01 0þァ1~ 主君主J 宅牛号益会 47~~ 斗平斗01号~ 010t71豆λl叶l

E入1 rl1~史賞金 zf菩守歌舞伎~スi~守演目首叶斗(Smith 2∞4).勝盛典子
机L5三ス.1~戴妄01，園芳名君苦~ l:lHぇl善寺公司唄ユ迫♀{叶11.u十時u1 0ト~号牛

斗~号~召金吉良上野介~叫ス1豆千叶λ1 をちさ~号7ð会雪景色斗 oþコ~~主

主叫刊，大星由良之助主~~入}干斗01号会l:lH ヌ1司王Z 匁合叶斗.号吾言会ユ司

淳史I，71司吾叶l手斗召オl公司且型地面叶1平等司 zf豆アトヰスト宅三三宅j合叶斗

せ，平rl1すえ1~ 71旦守司菩叶1せ叶l司ス1bg言合叶斗.寺号包。1吋司受位ロト

含号苓斗会宮司アト司噴き干三三豆省首許七之]す社会主士Jl..双差号ヰc(}立斗ァト

喜号言トオl豆電司。1支l合叶斗.

ヰ吾守哲三三豆長 FrancisBarlowオl 警・~ 0"01告』叶川且olbrEE斗入トストJX

Cヰペ閤芳斗弁Eぎを号尋<近江園勇婦於粂>吋1王号を苦斗斗.近江~遊女

主祖01λト斗全宅[~ Jl..叫号宅守宅塁手 ò 豆 L十Efそl~主主封。ト土子三互支l七す

~~yt:十(0"古今著聞集JJ ).入トスト~ ~望号室[t:十司ァトヰ司~遊女主君主{唱さ干斗司

豆喧司ペオ 71 叶1社宅[~豆万トスH唱さ十吋11~ 不在c(})包~位~Jl..叫吾すオ且c(}

ユ芳明会号司園芳~奇想斗叶11lil守三E想社zf会委oト吾牛匁合叶斗.豆電?

号アトλト~巷吐{i~主豆豆入1モ!~廿唱豆善公言1λi0J: 71 唱。l唱λf 園芳~芳せ

三三豆， 01 ラ1~を仕草干~喧斗叶l七~主ラサ唱立豆， E21 唱え~1社会な至言トミ1 妓

合yt:十.飯島虚心~ 0"浮世給師歌川列イ専』刊を‘λiOJ:ユ君。l匁き新聞'号‘西洋

書数百枚'吾ム弁司王双ヌ15L叶“西洋高是賀高'豆し十七云 01安全旦守司~

娘ス1せ司王寺号牛~ö-l埜斗或q"豆電?園芳~吉会 71号-司王工交l合叶q. 豆阿

部弘蔵叶l 斗を‘容脅園芳二重家~逸事'己千七吾す1(0"給書叢誌』柑25司 1889~_)

叶1王，“ユ書像~λト昔斗 λト吾斗~苦オ!斗省吾~ l:lH菩斗丘翠01 旦λト玉ヰヌÌ，~主

叶，聖司01弓豆き十三1三王宮古トォ1司。1，4i豆叫吾01ぜ叶1双2 忍升豆λト吾叶1召

言ト主ラヲ史若q"Jl..を園芳~西洋書叶l 司君往す01 ァl 喜子司。1 支15L司，ö-lIf1主人ト

ァト豆半司西洋ユ言。l 牛号司新聞斗営会金 6雨~設会芸会手2 子匂許cヰ
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ユ豆ヰ司 4二信唱卒‘斗喜包会忍詞)言トJl苦ちさ玉と豆 01ユ君主J意吾包ァl剖司'

望号雪l~ l字iU:給師~吾干計七旦合01 忍司ス1 Jl ~合叫斗.

。l公立豆，子 7R~ 宅祖舎三オ豆園芳旦j 斗吾斗rH三E 司且喧，園芳斗奇想

斗分~ァト叫豆吾~きトオl 且0171λ1 -3l-脅し~q. Jan Nieuhof ~ IT'東西海陸紀行』

叶!と叫昨日10同斗01三こ叫01平斗 "HetFort Ryswyk"アトヌl合叶斗せ，ヲト主主旦司

氏ミラ， 01 ラ~ 01 闘芳~<(仮名手本忠岡賊四段目市川陣!蔵~由良之助~~ BH7a 

叶11 .5三割舎司ヌi~ 奏。l 斗Jl卒弓言トミヱヌl合y斗 oトロト王.2_吾妻干斗ノ~~旦合会

司7<:Jュ~ IT'日本J]01卒安司~ 01Jl号神l 毛l 江戸城主~ PJ-平吾斗す司λ十豆λト塾号式

会子λトモヲ史010ト¥:!ァトし十七宇尋司吾y斗.豆電}J an Nieuhof ~ IT'東西海陪

紀行』叶l牛号喧地国叶l旦01と豆万l司号司曇守電英会せ豆ス1叶l互交lミラ豆

万l 己l号斗♀貯忍をそ丸三豆 BH 宮司*Jl闘芳~ <二I'LJ孝童子鑑大舜>叶lぺ豆

万l 己l吾吾旦互交lと舜~旦合 o 豆警舎司匁合叶斗• Aà 型叶lペユ迫豆万l 己~~

旦合会， [天地開闘困」斗喜号司λf 伊藤若沖~<鳥獣花木園>豆オl令司匁含スl

王旦豆ヲ乱含斗斗.叶今01IT'東西海陸紀行』叶l且01七異人風物全 011吾吾叶且吐

「平外人斗行商斗ユ~妻J(Een Moorese Kramer met Sijn Vrouw)~ 叶型 01

吾せ2 匁七平宅101 歌川園芳<二十四孝童子鑑関子塞馬>叶11.:E r旦斗召<?lJ

(Een Brasiliaen)司令会会量五対と包号。l号若01歌川園芳〈二十四孝童子

鑑葦永〉叶l 豆人ト司。1双七安全営牛双合斗斗.ユ手喧~<?l号01斗許量全

斗豆七~吾号王， 01 ロl 斗01 切!λ~1 9.l斗吾号斗喜スト豆叶l スl 三L 三写会神lせ司。1

~~と叶(岡 1992:173) 闘芳01 ~tQl<?l~ ~号豆電叶l 電信司干λト許司王1 哲竺喧

λf 菩tQl~吾叫会苦司を号昔言tJl1 型公司王スト芋43許Jl匁ミラ旦合舎営牛

双合yじ十.

守宅IT'01告二J]':三豆士会会71型 「司1斗ヨ司!と斗馬方J(Hercule et le 

charretier)三豆ス1サ吋川許量含守司竺叶~支lbql吾01 園芳司<和漢準源

氏乙女>叶|王旦01Jl双三叶 rBR斗牛号J< Le Ventre et les au廿es

membres> 011ぺ望企豆半♀J放をとこ包会ロ歌川園芳~ r唐士二十四孝呉猛J..2..

豆λf 呉猛01 吾旦平安lb 話会羊毛l~ cヰ雪合許互交l合y斗.。14f名勝盛典子

氏~スl~~Llヰせ， 01 号-3l-吾叶1 且01七全]吾豆司会豆コ~olL十号旦，会ろl 吾受
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9:j全]持~~<>1曇豆智司，号外λlôト9:j忍号三三豆七 ôl司雪牛~七突ô1 啓三三吋，

Ef_I:十吾をそ1~三豆王-q:J著司~号9:j忍寺会平叫すえl豆電T 例互旦~叶斗.園芳

o1函洋λf司仕草キ叶1λf暑苦言司喜子会我田引水言ト叶意匠o豆，豆七羽毛会堂

牛訟をそ受o1ヰキせ外交i七突会寺公巷妄脅しlI:十.司令o1園芳吋1オl七，‘λト苦

含号斗λ↑入ト苦望号01.吾'号外平君且豆E9:j望号金平斗言トオ1雪せを聖公正

且~叶E十寸， Oト手毛]且三E 9:j号刈ァトす入1 包菩叶1λf せ司~双~七ス1 叶吸七ス1 ，

qよスト9:j苦オ!と oト~ {H手司<>1双スl詰合叶E十.之l会，在宅E斗沖合叶l子pd01双

ミラ~吾号，園芳01 ユ司， EGォl豆‘堂。トヌl~人形'0 豆λ? 干弓オ司ァト呂斗吾

吾名川等号λ~l 01卒9:j01号剖ロ19:jせ吾豆λ101号号苦手手ロトァ1.苦手菩叶|号

すきトミラヲ史0118λ~171 官。l卒9:j包菩叶1 忍司~l吾司せ司忍E十七~~善信脅し1斗

(禰永， 1銘6).

叶今01園芳叶1ォ1七〈朝比奈小人嶋遊〉号01せ司オヌlミラ叶1丘豆言トロト詩アト

五雲亭貞秀(1807-1銘3?)王若会主同11~<朝比奈嶋遊>吾ユ張合-yt:t. cヰ71叶1λ1

司馬江漢01ヰ平交i坦豆一豆三三位9:j巨イ象9:jユ唱会舎会スl司替手す互交l三三吋，

E オ叫号。11.十小人圏三豆9:jcヰ司会司斗ヲト君!斗019:j1ヰ斗吋lλ15:.且cヰス1七司

守主豆，す入1 詩荷l号号ストス1或ヰミラヲ史王 71~司王1 ヌl合-YI:十.丞し十仕ム♀{卒豆

9:j ü'召司吋放行記~(1726)七ユス}刻lァト号包醤師君主主午-9:j江戸詞l ス:~71 叶1社

社葬吾唱EJL ス~-3}~y斗せ叫啓三豆入1号斗l 斗モユ『召司吋叶噂7b 11-主干斗

9:j社宅号，叶今辛子司。~01=せ雪斗刈ァト司殻ス.lJ主 cヰ71叶1七号λ1OJ9:j 01号

肴ロ1 9:jせす01 公立霊童}~可分分弓5と豆-3}~きさトオl 司。~ AJ-令主主斗王且01Jl匁

七突01ス.1Jl.

8.覗費情報2t硯費形式21往還

。1 01= 71曇ロト平司許と9:jロl 叶lペロトス.1~_Q_豆荷lせ金詐L十王司戒告しJ斗(己量

判手持lとλ1子λ↑司叶119:jをスl斗 01 叶写オl 号。い1 ôト叶l 忍斗斗。i 塾舎~匁とアト

ヌi告-y斗.ユ司斗公司ミラ λ1qよ叶lλf号q主主と豆包す司也弁泊三主主音し十スl詰法
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合y斗.01ロl秋田蘭高叶lペノ言電或日遠=近封比斗す唱。1，ユ卒，立子λト01，司

豆λ1オl豆そi"I二司。t弁司斗‘スト豆叶吾'9-171菩司全]号社子守唱9-1ヰL十アト毛7d
♀l吾社吐司号合司且アl豆許戒告yr:t.olè~守吾叫せ叶lλ? 図芳9-1 <束郡名

所新古原>斗平一豆司1(1819-1877)判<平三叫列企量会 >(1お4)斗9-1l:Jl.ll2と

事ロl召含安世叶斗.与 λト苦9-1Cd号0101 ォl 宅入ト苦9-1~吾斗召含アト唱刈せ

斗刈叫詩吾司王妓含yt:十.ユ Hs卒叶1告を司会アトロトをそ3会ロトスト己十七豆号

牛吐01 ユ司社交lJ三司~コ~_2..豆λ~ qよさ干旦干 7sァトユ司オヌl合叶E十.三子丘平叫

すえ1主ラオ斗旦与三子弁司。1双スlせ，省吾9-1な三?:c十七‘日本的'王手7<J会， J之司司

平三一司119-1油畜叶lλ1宅ス1きト司 cヰァlλ~~ i与さ』ァトヰ昇。1Lキとアト舌司会主午アトヨ

豆吋l ァト若スH吾♀9-1司斗言トミ1 ヌl~ ， 富アト祖スH 叶l 月|弓9-1吾豆言十七奇fRqol，平一

三叫119-1斗rllすう}01<吋豆七弁叫~>9-1 ~号王公会社喧叶l を五社剖王子9-19-1

豆司~斗す含 1委主対合叶斗. 01斗七吐rll豆図芳名西洋流9-1j霊前見固法斗陰

影法含号営司営祖きト司を L十叶ス1._Q_司司号入1rll9-1♀ヲ1丘叶1叶1ペス.1Hs司01支i

q 包吾斗号7ð9-1叫l:Jl吾司言トミヱヌl~ 妄す叶斗.巷ロトq豆古詩型園芳01 叶

平‘西洋宇1守'，平手同l七叶平‘日本的'01r:t， c十七忍王アト cヰ71叶lλT聖母言トミヱ

ヌl合yr:t.現吾cヰペ平一豆叫ァト園芳9-1-6}吾会人1斗主主浮世絵号曇 71主1ミラ，

oトロト王~匁会ヲ見守~y r:t. ~号=号弓爵吾豆守宅浮世絵アトバ守叶1ぺ千ト噂許71

万トスl七 gE5と豆 10唱会叶 71斗司ス1役立型せ吾叶斗.

浮世槍豆司旦吾斗正司王主豆ストそ19-1-6}菩神11-6}~主豆豆泊守主ア1 9-1詩アト9-1

をλト苦主主豆λ? 叶lE.斗豆ロ}L~l (1832-1邸3)アト交l~三叶，号司<休息同IP= 豆旦司三乏

斗/R'像>(1870)司令ま芋叶l且01七突01，園芳9-1<宮玉取姫園>c十三1ヰを，号外

λ10ト9-1~週早司マ司令司。~iさ全]詩叶1λf 羽l スH吾型司会斗吾首叶斗.ロト叶1~ 龍01

E十七号守斗旦司豆斗ユ会号社唱えlと旦合会‘字下斗'斗 rlll:Jl入1ヲ1Jl対合yt:十.

01斗吾01^~1 す~今立豆子ノ志望号す斗詩型亙斗ァトペ令室干ァト9-1苓ロ1吾吾

例豆λ?と，園芳9-1羽1スト叶l司すきトと， Jヰ卒9-1♀ヲ1丘叶i尋ァト月|判芳年(1839-1892)

全斗1豆吾叶且殺合叶斗.をァl♀ヲ1丘叶119-1叶lヲトすと9-1在宅三豆号刈アト司ミラ

包 01 設会主十ァト~叶斗せ堂神l豆七ユそ1 交正豆三三1λf 子9-1 λ~1 ァl苦斗号入1rll

署生}oトJ与さ司せ01対合叶斗. 01 ロl 高橋明也列ァトス.1~或妄01，芳年~ <藤原
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保昌JJ 下筒弄園>(1お3)七号サ叶1ぺ司司吾苦z双と~吾毛主干~斗 Sとさき干

~苦01己十七千王公判弁λトノ35と豆且oトオ9-1吾君~七サ司宇土(1844-1910)

9-1 <噌含斗手七 cヰスト>9-1設途源号許斗9-14吾01司戒告y斗(Takahashi

199x).ユ苦官λfし+λト忍号金王立旦言トオ101舎きトcヰスト全19-1州オ|喜?をさoト全電 71

合会，斗l モT喧手会二一アト吐吾01 匁ス1せ，ユ位司117ト司き ~lと 01 ロl 園芳斗ユオl

スト芳年金J牛唱叶1λ?豆善牛匁合叶斗.

音三三豆を豆スト9-1斗分会巷ァトス1斗司言トスト型，贋重(1797-1お8)9-1怪奇趣味

~ <千清盛怪異吾且とユ哲>叶1七千家主{寺t:Hす01匁q平清盛(1118-1181)

01厳島斗神宮叶lλ?を合会ミ10ト若せ斗寸分。1司晋豆喧豆電}~究会ミきす唱。1

ユ司オヌl合叶斗.号λ~1 9-1 r71吾~ [J千家物語』吾スHォl豆電安三三豆λ1，贋耳~9-1

宮nJ-会廿入l 或E十七千ト喝を包詩句叶斗せ，斗l す~今9-1詩型喧王手号令叶l 七，

信社。l 手7R吾豆且01と叶吾 01 ロ1 ス17トすえl互~~公告叶斗.λト手叫豆手斗司

(1切4-1989)9-1<吋l豆司l豆斗不可取見斗宵像01双七奴隷市場>(1似0)叶1七 01斗

若会詩型9-1三E舌司王手叶1 叫号223 斗 J之荘斗帽子喜ぞき 2~ 9-1 ~吾01 旦包叶斗せ，

01すR空会l:3H7a斗台骨詩型吋l豆同l豆(1694-1778)9-1主公立豆喧旦脅yヰ.01 

叶号。l ロl ス1 斗吾含ユ言叶l 双~ぺ斗手喧l豆芋斗司ァト庚重9-1浮世絵吾営

苦丘と~匁会ス1 旦三戎合斗斗.ユ零E十五七言トス1せ守スト吾l:Jl .llI司且型，度重主

主，す三司l平三号(1896-1銃汚)斗 r旦司千ト豆oト選』叶l包オ司。1双と， -主君佳子

9-1スト斗位子スト号9-1司ごとE叶1 オ!神司とöJ ~l吾宅金スト2司会対斗，己十七召号会

叫司王平司ミラ~合奏若合y t:t.

。1斗若01 ロl 含9-1 λ~1 オ1 叶1 斗E十せ叶叶ァトスl 旦司豆し十号社豆公判牛吐会斗

斗噂豆司斗言トミラ安全，ロl含01 己千七 ÖJ<;ヰ 01~ 9-1朴!神斗召すきトcヰ，入1 Zf~à且L十

人1Zft@斗9-1吾詩社斗弁号01己十七社司叶lλiJlを司且喧，スl舌万トス.19-1号アト哩，

写会東洋斗西洋全菩司曹司λトミ9:~三豆七叫豆司き~Jl羽l叫豆吾牛~ヌ~~

吾主}.llI存9-1警苦言トミヱヱヰ社宅}{l司ァト λ8 切さ1-~1 ユ己lJl司豆七 λ1吾オl 半分碧

牛ヌ1c十三工 λ~ Zf脅叶斗.

唱ーヰノ宮召叫李美林
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